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●今月の聖句　　｢神はこのイエスを三日目に復活させ、人々の前に現してくださいました。」 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使徒言行録第10章40節 

　 『 裏打ちされた広報へ 』 

●3月在籍者３７名 
　　　　　　　　　　第１例会　　　 第2例会 
　　メンバー　　　　　２６名　　　　２７名 
　　メネット　　　　　　０名　　　  　 ０名 
　　コメット　　　　　　０名　　　　　０名 
　　ゲスト　　　　　　　１名　　　　　１名 
　　ビジター　　　　　　０名　　　　　０名 
●月間メイキャップ者数　　　　　　　　６名 
●3月月間出席率　　　　　　　　　    86.5％ 
●BFポイント 
　  3月分　切手　　　０pt　　累計　　　０pt 
　　　　　 現金108,000円　   累計108,000円 
●ニコニコ 
　3月分　　　 13,000円　　累計　110,002円 
●ファンド 
　3月分　　　　　0円　　累計　632,274円 

DATA　OF　MARCH

YMCAとの交流を深めるプログラムに積極

的に参加して絆を強くしましょう。 

４月の強調テーマ 

京都部広報事業主査　藤田　寿男 

　一昨年の秋に「“ワイズをアピールする”ということは」という
見出しで自分なりにワイズの広報論的なことを、この巻頭で語った
ことがあり、まさかそのことが広報主査を引き受けるきっかけにな
ったとは思っていませんが、結果的には今期の京都部広報としての
動きにはその時の思いがベースになっているように思います。関心
がなければ誰も気に留めない社会の中で何かを訴えようとしても、
その背景に活動や運動の実践や実績ないと受け止めてもらえません。
全国各地のワイズメンズクラブとＹＭＣＡが地域の人たちを巻き込
んで地道な活動を続けることが最大の広報であり、ホームページの
内容の充実がそれを助けてくれるのではないかというのが主旨であ
ったように思い出します。 
　新しく設立されたクラブは当初は“外”を意識することなく、先
ず親睦から始まっていくつかの地域奉仕活動に実体験の場を求め、ＩＢＣを締結して異文化
の匂いを嗅ぎ、部会をホストして大会運営の躍動感を肌で感じるなど、ワイズメンズクラブ
が通る道をたどってワクワクするような生活を楽しむ時期があります。このことは内部充実
のための原動力であり、ＥＭＣ活動の大きな支えともなっています。しかしながらワイズメ
ンズクラブの第一義的な目的は単に楽しむ機会を広げることではなく、愛と奉仕の生き方を
多くの人々と分かち合って人間性の回復と擁護のために連帯するというＹＭＣＡ運動を、ク
ラブ組織を生かしながら広めていくことです。先ず一人一人がそのことの意味をクラブに問
いかけ、それぞれの行っている事業が方向性を見失っていないかどうかを常に見つめていく
姿勢が求められます。そこのところを十分に理解している人たち、そんな人たちの集まって
いるクラブが発展的に事業を継続していくことこそ、社会からの認知を受けるに値するもの
ではないでしょうか。 
　もともと各クラブが発行している（いた？）ブリテンはメンバーへの啓蒙と活動の反芻、
区や部への報告といった意味合いで、どちらかと言えば外を意識したものではない狭報でし
たが、近年はホームページへの掲載が進み、活動の詳細を外に伝える広報としての本来の役
割を果たせるようになってきています。京都部ではもうほとんどのクラブが画面上でブリテ
ンを“発行”していますが、続けていくには大変な苦労と協力が必要だと思います。ＩＴを
手段として各クラブの“裏打ちされた”広報活動が活発になることを期待しています。 

平野実郎Yサ・ユース事業主任 
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第1例会 　　ゲストスピーチ 
　　3月4日（木）　西田　裕之 

　七時中西会長の開会点鐘、やたらと空席が目立つ遅刻が、数

名メインプログラムが始まる頃にはそこそこ席は埋まったもの

のビシット全員で開会点鐘を聞きたいものです。本日のメイン

プログラムは清水共子さんをゲストにお迎えして[接客]をテー

マにお話を頂きました。お話の内容も良かったのですが、お話

の仕方が非常に上手でメインプログラムの50分が非常に短く感

じ全員が清水さんのお話に聞き入っているようでした。お話の

内容お話の仕方ともに満足のいく例会でした。 

バイタリティーあふれる清水さん 

第2例会 　　  
　　3月18日（木）　谷口　豊 

　3月第2例会のメインプログラムは、ドライバーアワー「イン

ド基金　を考えよう！」というテーマで中島ワイズ司会のもと、

討論会形式で活発な意見が出されました。 

　インド基金の目的であるインドの貧しい子供達の教育プログ

ラム支援をする。そのために、毎年35万円を送金する。という

事については、メンバーそれぞれが納得している。 

　その資金集めの手段としてインド紅茶を販売する。販売する

事により、その活動の趣旨をより多くの人に理解していただき、

輪を広げ活動を拡大して行く。 

　メンバーそれぞれが、頭では理解している。でも時の経過と

ともに実態は、紅茶が自宅の押入れに積み上げられて眠ってい

る。安易に今期は、現金8,000円を拠出して済ましてしまう。

趣旨説明もなく人にあげてしまう。 

　メンバーそれぞれがおおいに反省をし、このインド基金の活

動だけじゃなく、じゃがいもの販売やその他の事業、はたまた

YMCA運動やワイズ活動の原点に立ち帰り、おおいに反省もし

考えさせられる起点となるいい例会でした。 

みんな真剣です 

全国車いす駅伝大会サポート 
　　２月29日（日）　新井　秀典 

　休日を返上してスタッフとして車椅子駅伝に参加した。しか

し、いざ参加してみると不慣れな自分は何をしていいのか分か

らず、右往左往していた。ワイズのメンバーの方々の大きな声

が行きかう中、自分も声を張り上げようと思うのだが声が出な

い。自分の中ではこんなはずではなかった。そんな時、一際大

きな声を耳にした。聞き慣れたと思ったそれは笑顔で働いてい

る父の声だった。それが思考に切り替えをもたらした。「自分

のできることをしよう」と。事実、この1日、自身で成し得た

ことは決して多いとは言えなかった。けれど決してゼロじゃな

い。0と1とでは大きくちがう。そしていつかはこの日の父のよ

うにもっと多くのことができるようになりたいと思った。子は

父の背中を見て育つというが、そんな父の背中の大きさを感じ

た日のこと。休日返上だったけれど終わってみればすがすがし

かった、そんな一日だった。 

YMCAリーダー卒業祝会　三条YMCA本館 
　　3月14日　井上　英也 

　「若者に幻を」 

　リーダー卒業式典に出席するのは、今回が2回目。今年の卒

業生は32名とのこと。4年間ボランティアでリーダーを務める

ことがどんなにすばらしいことか。 

　本当にありがとう！ご苦労様という気持ちになりました。 

　いろいろいやな事が多い時代にすがすがしい若者に会えて、

私自身元気をもらい、良かったなと思っている。明日からの活

力にしていきたい。 

バスが良かった！ 
みんないい顔してます 


